











































 1. 基本的な英語表現（英会話表現）が数多く載っていること。 







 講座名：英語表現 a,b 
 講座レベル：普通 
 受講者：経済学部 1 年生 約 40 名   








Unit 1 be 動詞（現在形） 
Unit 2 一般動詞（現在形） 
Unit 3 be 動詞（過去形） 
Unit 4 一般動詞（過去形,規則変化） 
Unit 5 一般動詞（過去形,不規則変化）
Unit 6 命令文,There is[are]~,  
it の特別用法 
Unit 7 注意すべき疑問文 
Unit 8 進行形 
Unit 9 未来形 
Unit 10 助動詞(1) 
Unit 11 助動詞(2) 
Unit 12 名詞・冠詞 
Unit 13 代名詞 
Unit 14 前置詞 
Unit 15 形容詞 
Unit 16 副詞 
Unit 17 比較(1) 
Unit 18 比較(2) 
Unit 19 接続詞 
Unit 20 受け身（受動態） 
Unit 21 不定詞 
Unit 22  動名詞 
Unit 23 分詞 
Unit 24 現在完了 
  
以上の文法項目に焦点を当てながら，だいたいは，一講義に 1 Unit を解説
しながら進めていく。最初の4章を費やしbe動詞と一般動詞を扱うのである。
通年の開講時間（回数）を考慮して，2 章分をまとめて扱う回もあるが，基











































































































































































































ート」と呼ばれる B5 版の紙が各自 1 枚配られる。そこに学生たちは自分の




という紙が配られるのだが，これには ‟student A”用のものと，‟student B”用














(2,4,6,8…22)を記入しておく。そして，A を担当する学生は A 用のワークシ





























































このような対話方式の授業を平均 4 回ずつ行ったところで， 
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